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韓国青銅八珠鈴の鋳造技術に関する研究
三船　温尚（＊１） 後藤　直（＊２） 石山　勲（＊３）
要　　旨
韓国独特の青銅八珠鈴一対のうち一点を韓国国立中央博物館において調査した。韓国古代の鋳
造技法に関するもので、以下のような点が判明した。
１．全体の形状は単純な二つの鋳型で分割できる抜け勾配になっている。しかし、側面が 充分に
研磨されているため、分割鋳型法かあるいはî型法のように分割しない鋳型方法かの断定は
できない。
２．紋様には二通りの特徴的な形状がある。中国商・周代の青銅器に見られる深く彫り込まれた
柔らかい曲線の凹線紋様形状に類似した紋様と、もう一つは、浅い凹部に直線的な凸線を組
み合わせた独特の細かい紋様である。
３．紋様の鋳造は、原型表面に塗った常温で固体の油脂に凹紋様を施す方法と、さらに鋳型を分
割した後にその部分の鋳型面にヘラなどで凹線（鋳造品では凸線）を描いて組み合わせる二段
階の方法とが推測できる。
４．鈴の中子の固定には、型持ちなどが見あたらないことから、二つの孔部を外范（鋳型）に粘土
汁で接着し鋳造した可能性が高い。
５．鈕の形状は中国商・周代の爵の取っ手に見られるような強い抜け勾配の形にはなっていない。
充分な研磨のため、どのような鋳造方法を用いたかは断定できない。
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１．はじめに
これまで北九州鋳金研究会は弥生時代青銅器や銅鏡の実験鋳造を行い、成果をおさめてきた。
今回あらたに三菱財団人文科学研究助成金をえて（代表者後藤）、「弥生時代青銅器鋳造技術に関
する日韓比較による実験考古学的研究」を２０００年１０月から３年間の予定で行うこととなった。
この研究では、これまで本研究会が行わなかった弥生時代の巴形銅器や土製外枠鋳型による鋳
造のほか、弥生時代併行期の韓国にはあるが日本列島には出土例のない青銅器を対象にして鋳造
実験を行い、日韓の青銅器鋳造技術の異同を明らかにすることを目的としている。
韓国の青銅器には、防牌形銅器・八珠鈴・竿頭鈴など石型では造れない異形の鈴具や石型によ
る銅斧・銅鑿など、日本列島にはない青銅器が知られている。鈴具は巫具の一種とされ、その存
否は社会的・宗教的背景の相違とともに、青銅器製作技術のちがいを示すと考えられる。
今回実験製作の対象とする八珠鈴は４ヶ所で一対２点づつ合計８点が発見されている（忠清南
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道の伝論山・伝徳山、全羅南道大谷里、慶尚北道伝尚州）。いずれも偶然に発見され、発見後に出
土地を調査できたのは大谷里だけで、ほかは正確な出土地点や遺構を確定できていない。大谷里
では石槨墓に銅剣３本・多鈕細文鏡２面・銅斧１本・銅　１本・双頭鈴２点とともに副葬されて
いた。そのほかの３ヶ所ではいずれも双頭鈴２点・竿頭鈴２点・組合双頭鈴１点とともに発見さ
れ、組合わせの種類と数量が一致するが、これ以外の青銅器が一緒に出たのか、出土遺構がどの
ようであったかなどは明らかではない。これらの時期は朝鮮半島青銅器文化の第４期（紀元前２
世紀後半、弥生時代中期中頃でも古い方に併行）であり、防牌形銅器はこの前段階（紀元前２世紀
前半、弥生時代中期前半に併行）とみられる（注１）。
八珠銅鈴は遺跡ごとの一対２点は大きさや文様が同じであるが、遺跡が異なれば大きさや鈴の
形に多少のちがいがある（径は１１．８⁄～１４．３⁄）。文様はかなりちがう。本体部には伝論山が表裏
に同じ文様があるが他は表だけで、伝論山と大谷里は星形文（細部には違いがある）、伝徳山は十
字文、伝尚州は風車状文である。鈴部は伝論山と伝徳山は無文だが、大谷里と伝尚州は表側を双頭
蕨手文で飾る（紋様名称は李健茂氏による（注２））。
韓国国立中央博物館でくわしく観察できたのは大谷里の１点だけだが、８点とも形態が同じだ
から、製作技術に差異はないだろう。
２．青銅鈴の丸（がん）
日本列島（以下列島と略す）では、古来、鈴を愛好する風があり、金属製の“鳴り物”として、
早く弥生時代に小型例を含む銅鐸が登場していることはよく知られている。
しかし、列島における青銅製の“鈴”、とりわけ、弥生時代から古墳時代前期にかけての時
期－４世紀にまで遡るとみてよい考古資料については、鈴付銅器を含めても極めて類例が乏しい。
目下の最古例は、５世紀前半代（注３）の福岡県粕屋郡宇美町・神領第２号墳の第２主体（割竹形
木棺）から出土した、鋳造品としては超小型（径１３Ÿと１５Ÿ、因みに１円アルミ貨の径は２０Ÿ）の
２鈴だと考えられる。つまり、列島における考古資料としての青銅製の鈴（以下銅鈴と略す）につ
いての体系的な研究の蓄積は、未だ充分ではないというのが現状である。
以下では、弥生時代から古墳時代にかけての鈴の全体像はなお不明ながらも、そのパーツであ
る「丸」に限って、列島と朝鮮半島（以下半島と略す）におけるそれらの在り方について、比較し
てみたい。なお、「丸」は鈴の内に入れ込められた“たま”であり、丸い粒でもある「珠（しゅ）」
と同義語である。また、「鈴子（すずこ）」ともいう。
∏半島出土の八珠鈴と他の鈴付銅器の丸
韓国の国立中央博物館考古部　任　鶴鐘　学芸研究官によれば、ａ．咸鏡南道　咸州　朝陽里
竿頭鈴（鉛製の丸） ｂ．咸鏡南道　新昌　下細洞里　双頭鈴片？（石製の丸）の２例を除けば、現
在まで韓国で出土した全ての先史時代鈴（八珠鈴他の各種鈴付銅器）の丸は「銅製」（青銅製＝筆
者注）であるという（注４）。
また、韓国でも３世紀以降では、古墳から出土した筒形銅器や馬鈴などには石製丸も知られて
いるが（注４）、「三環鈴と四環鈴」とがある「馬鈴」には「金属の丸が入れてある」（注５）のが
一般的である。ただし、半島出土の環鈴のうち「東京国立博物館５２９７号」（出土地不詳）は、三鈴
式で「鈴子（丸）は小さな鈴でその中にさらに小鉄塊（丸）が入っている」（注６）という。
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π列島出土の銅鈴の丸
最古の鈴と見なされる前出神領第２号墳出土２鈴のうち１顆の丸は、白っぽくて歪な小石であ
る（注７）。
単体としての鈴ではないが、５世紀前半から６世紀代にかけて列島と半島とに共通する青銅器
の一種である前出の環鈴は、現在所在を確認できないものを含めると、これまでのところ約７０例
が知られている。この数字は半島出土例の約４倍にも相当しており、そのこと自体が特徴的だと
いえる。なお、列島出土例には環の外周に二鈴を付けた二鈴式が１例、同じく四鈴式３例が含ま
れるが、以上の４例以外は全て三鈴式である。これらの環鈴の丸については、うち２９例の材質が
判明している。鉄製である福岡県行橋市・稲童第２１号墳出土２例中の１顆を除くと、他は質・形
状・大きさはともかくとしてすべてが石であり、半島例との差異の一つとして注意を引く。
∫６世紀代までの半島と列島における銅鈴及び鈴付銅器他の丸の比較
以上を要約すると、半島においては紀元前２世紀頃と目される出現期以来青銅製の丸（以下銅
丸と略す）が主流を占め、３世紀以降の筒形銅器や環鈴には石製の丸が加わることもあるのに対
し、列島では環鈴の丸の在り方を援用すると、５～６世紀代（古墳時代中～後期）に限れば石丸に
終始するといえよう。
つまり大雑把には、銅丸の半島、石丸の列島となって、彼我の様相が異なっているのは明らか
である。とすれば、こうした彼我でのあり方の相違は、前出神領第２号墳出土の２鈴は列島で製
作された可能性をも示唆することになる（注８）。
ª大谷里・青銅八珠鈴の丸観察
国宝を手にしているとのプレッシャーのせいもあってか、「黒っぽくてツヤのある小さな丸が
見えた」だけで、材質を視認し得なかったのは不覚であり、内心忸怩たるものがある。
３．八珠鈴の調査観察結果
本稿では、太陽（あるいは光）を抽象化した紋様を持つ面を「表面」、鈕の残部を持つ面を「裏
面」とする。また、この抽象紋を持つ中心部分を「本体」、本体から鈴に向かって伸びる部分を
「腕」と呼ぶ。
この八珠鈴は、本体から八等分方向に腕が伸び、その先にそれぞれ鈴を持ち、全体が凹に窪み、
向かい合った鈴と鈴の外寸幅でおおむね１２３Ÿの大きさがある。全体の色調は緑がかった黒色で、
光沢があり、使用時は像が映るほどに磨き上げられていたと思わせる。全体に点々とブロンズ病
に侵されて緑青の錆びが発生し、表面には部分的な陥没や、少し浮いた部分がある。本体や腕の
側面などの隅々を含め、全体に充分な研磨が丁寧に為されていることが解る。未研磨で鋳造のま
まの鋳肌が見られるのは、紋様の底部、鈴の内面、鈕孔の内面の３カ所で、鈕孔の内面以外は非
常に緻密な鋳肌面である。しかし、これらの鋳肌から、八珠鈴の鋳型材質が真土
ま ね
（一度焼いた細
かい砂をこう呼び、粘土で固めて鋳型を作る）かそれ以外の物かを断定することや、詳細な鋳型
製作方法などを読み取ることはできない。なお、本体、腕、鈴のそれぞれは、表面にのみ紋様を
持ち、裏面は無紋である。（写真１，２）
八珠鈴を本体、腕、鈴、鈕、紋様に分け、その調査内容を以下に記す。
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∏本体部観察
本体の径は約６０Ÿある。表面は、この径６０Ÿに対して中央で約３Ÿ窪んだやや強い凹曲面率を
持つ。厚さ計で本体部の肉厚を測ると、ほぼ２．８Ÿとどの部分でも一定している。
したがって、裏面は表面に相応した凸曲面になっている。研磨した青銅のこの凹曲率で太陽光
線を反射すればどのような効果があるのか、あるいは、どのような映像を得ることができるのか、
解明には復元鋳造八珠鈴での実験が必要となろう。
π腕部観察
本体の凹曲面からそのまま腕の伸びる方向にその曲面が続いて８本の腕となる。最も腕の幅の
狭いところで約１０Ÿ、各腕の長さは１２～１３Ÿ程である。肉厚は２．８Ÿから徐々に厚くなり鈴の付
け根で５Ÿになる。狭くなった腕の幅もこの付け根で再び広くなる。また、それぞれの腕は、腕
が伸びる方向と直角方向にも独自の凹に湾曲した形になっている。これらは全て、見た目に軽や
かな印象を与えることと、使用時に鈴の付け根で折れないことの配慮から生まれた形状と思え、
長年の製作の積み重ねが窺える。こういった形状から推測すると、この八珠鈴は想像以上に激し
く揺り鳴らされたものかも知れない。
それぞれの腕の幅は裏面側のほうが表面側よりも２Ÿほど大きく、表面側にむかって抜け勾配
になっていることが解る。これは本体部も同様で、本体と８本の腕は全体が表面に向かって抜け
勾配になっている。しかし、このことから、直ちに側面の裏面寄りの角で上下二つに鋳型を分割
したとの結論はやや尚早であろう。表から見た軽やかさを演出するため、鋳造後、側面を斜めに
研磨することによって表面側を狭く、小さくした可能性を全く否定できないからである。鋳型を
合わせた鋳バリ跡を側面に確認すれば上下二つに分割したと断定できるが、この八珠鈴のように
充分な研磨仕上げでは不可能である。
∫鈴部観察
８個の鈴はそれぞれほぼ径２６Ÿ、厚さ１８Ÿの大きさがあり、隣の鈴と１４～１８Ÿ離れている。鈴
は半球状の強い曲面の表面となだらかな曲面の裏面からなり、２曲面の境は直線的な稜線に研ぎ
出されている。裏面には２個の楕円形の孔があり、各孔は縦１８Ÿ、横５Ÿで６～８Ÿ離れて並行
に向かい合っている。８鈴のうち２個の孔が一つにつながるように中央部が破損し大きな穴にな
っているものがあり、この鈴の丸は失われている（写真３，４）。残った丸はどれも径６～７Ÿの
ほぼ球体で灰色を呈している。この丸の材質が石か青銅か何であるのか、孔から覗くだけでは正
確には判断できない。しかし、形状と色の印象からは青銅製のように思える。破損した孔から鈴
の厚さを測ると、上面で３．８～４．０Ÿ、側面で２．８～３．６Ÿとおおむね上面が厚い。これは上面
に深さ約１Ÿの渦巻き紋様があることと関連するのであろう。孔の割れ口で目測すると、鈴のな
かでこの下面が最も薄い部分となる。孔の部分は比較的錆びが強いものの、錆の弱い箇所で孔の
断面形状を見ると、奧に行くほど広がるような穴になっている。
ª鈕部観察
本体裏面中央の、向かい合う一対の鈴を結ぶ線上に約３分の２を失った鈕
ちゅう
がある。この断面は
外が丸いカマボコ形で、割れ口には錆が無く新鮮なやや白色の地金の色が確認でき、近年に割れ
たことが解る。断面は中心部が白色でそのまわりにやや黒ずんだ層が取り巻く（写真５）。これは
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写真１．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴の表面
写真３．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
鈴部裏面の破損状況。鈴内面は緻密な鋳肌
写真５．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
裏面中央の破断した鈕の断面、断面は半丸
カマボコ形で銀白色の表面に腐食層が見え
る
写真２．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴の裏面
写真４．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
裏面が破損した鈴に丸は残っていない
写真６．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
側面からの状況
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写真７．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
本体部表面の紋様
写真８．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
本体部表面の紋様
写真９．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
本体部表面の紋様
写真１０．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
本体部表面の紋様
写真１１．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
凹部に凸線を描き平滑に研磨している
写真１２．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
鈴部の渦巻紋（双頭蕨手紋）
写真１３．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
きれいな曲線で描かれている
写真１４．全羅南道大谷里出土青銅八珠鈴
垂直に近い角度で彫り込まれている
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長い年月にブロンズ病に侵されたことを示し、錫比率の高そうな中心部の白色が八珠鈴の本来の
地金の色ではない可能性を暗示している（注９）。鈕は厚さ３～４Ÿ、幅５Ÿで半環状をなし、半
環全体の大きさは高さ７Ÿ、直径１７Ÿとなる。鈕や鈕の周辺はよく研磨されている（写真６）。環
の内側で鈕の下にあたる部分は未研磨でやや粗い鋳肌が残り、研磨していないぶんだけ周辺より
一段高くなっている。半環状の鈕を左右横から見ると、鈕の付け根から頂上までほぼ同一に５㎜
の幅となる。頂上につれて幅が狭くなる爵の取っ手のような抜け勾配型の鈕（注１０）ではなく垂直
に立ち上がっている。しかし、このことから鈕の原型にîを用いたとは直ちに断定できない。爵
の取っ手とは異なる、部分的な分割型の埋け込み方法が考えられるからである。この形状が研磨
によるものか鋳造によるものかは断定できない。
中心にあるこの鈕に紐を通してぶら下げると、八珠鈴は真下を向くことになる。このことから、
身に付けるよりも手に持って使用した可能性が高い。また、全体の大きさと鈕のバランスを見る
と、鈕が弱々しく小さく華奢
きゃしゃ
に感じる。しかし、見た目の強度と実際の青銅の物理的強度には隔
たりがあり、これで充分な強度を備えていたであろうから、工人の判断にはこういった青銅製作
の伝承を感じさせる。
º紋様観察
本体中心部には放射状に光を発する形の紋様があり、それを更に、太陽を思わせる大きな紋様
が取り囲む。この太陽はほぼ等分に八方向に光りを放ち、その光の延長上に腕があり、鈴がある。
そして、この光の先端を円弧で結ぶ紋様があり、これが紋様全体の外形をなし、本体、腕の外形
をひとまわり小さくした形と一致する（写真７，８，９，１０，１１）。これらの紋様をまとめて、便
宜的に「太陽形紋様」と呼ぶ。鈴には「渦巻紋様」（李 健茂氏は双頭蕨手文と呼ぶ）が背中合わ
せにあり、日本列島の一部の銅鐸に見られる渦巻き紋様によく似ている（写真１２，１３，１４）。
この太陽形紋様と渦巻紋様には類似点と相違点がある。類似点は、鋳造後に紋様面を平滑に研
磨しても紋様が消えないような凹部を基本とした形状であり、相違点は、渦巻紋様の凹線が約１
Ÿと深いのに対し、太陽形紋様は浅いこと、そして、渦巻紋様が凹線のみで描かれているのに対
し、太陽形紋様は凹線と凸線の組み合わせで描かれていることである。
この他にも次のような特徴がある。渦巻紋は０．５～０．７Ÿの間隔に０．６～１．０Ÿ幅の凹線があ
り、急な曲線も乱れなく描かれている。破損して底部に近い位置の凹線の幅も上部と同じ幅であ
ることから、ほぼ垂直に彫り込まれた紋様線であることが解る。渦巻紋の８割はブロンズ病で欠
損しているが、完形部は鋭く彫り込まれた深い印象を与え、こういった特徴は中国商、周代の青
銅彝器に施された凹線紋様に共通する。また、半球状の強い曲面の側面寄りにある渦巻紋部は、
たとえ凹線が奧すぼまりであっても一つの鋳型では抜き取ることができない角度になっている。
そして、渦巻紋を複数の小さな鋳型で小分けにして込め抜いた形跡は無い。一方、太陽形紋様の
凸線は直線的な特徴を持ち、このことはこの凸線を施すための技法や工具と深く関わると思える。
４．鋳造方法の考察
鋳造方法を推測するうえで、①全体の形　②鈴　③鈕　④紋様の３つに分けて考えてみる。
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∏全体の形
観察報告のように充分な研磨のため分割鋳型かî型かは断定できない。いずれの技法でもさほ
ど困難な形状ではない。î型についてはîで原型を作ればよいので、工程としては単純でありこ
こでは述べない。分割鋳型の手順は、まず、捨て型（原型を作るために土で作る台で押し台とも
言い、直接の鋳型にはせず後で捨てるのでこう呼ぶ）を作り、その上に真土で約２．５Ÿの厚さで
原型を作る。鈴部は腕とつながらないように作る。完成した原型から１つめの表面側の鋳型を作
り、全体を反転して捨て型を取り除き２つめの裏面側の鋳型を作る。２つの鋳型を分割して原型
を取り去る。あるいは、捨て型としてではなく、いきなり裏面側の鋳型を作りその上に原型を作
れば、捨て型を作る手間は省ける。前者に特別の利点は見つからないので、後者の可能性が高い。
π鈴
鈴の真土原型の中にあらかじめ丸を埋め込んでおく。鋳型を分割して肉厚分削る。この時、２
つの孔の部分は削らないで、この孔部に粘土汁を塗って鋳型に接着する。鋳造後、２つの孔から
真土を削り除けば丸が内部で転がって音がでる。
∫鈕
全体の鋳型を反転し捨て型を取り除いた後、原型の上にîで鈕の形をそのまま作る方法か、真
土で鈕の原型（鈕孔部と鈕部が一体になった原型）を本体裏面に作り外范分割後に肉厚分だけ削っ
て残りを孔の中子として埋め込む方法かで鈕を鋳造する。後者は古代中国の爵の取っ手と同類の
方法だが、爵のように取っ手の付け根周辺に紋様がある訳ではないので、原型の鈕孔部を鈕部よ
り幅広にかつ抜け勾配形に作ればこの八珠鈴の鈕のような抜け勾配形でない鈕も鋳造できる。こ
の他、直接鋳型に鈕の形（鈕孔部も含めた形状）を彫り込んで鋳型土を埋め込み、抜き取って肉厚
分削る簡単な方法も考えられる。この場合、捨て型を作らない方法にも有効である。いずれにし
ても、充分に研磨された鈕には製作方法を断定できるだけの痕跡は無い。
ª紋様
中国古代の青銅器と同じで、八珠鈴も紋様の鋳造が最も難解である。基本的にはこの八珠鈴の
紋様は、中国古代の青銅器で推測した「常温で固体の油脂」を用いたと考えられる（注１１）。この
油脂は先の細い工具で模様を描くためのものだけではなく、鋳型を分割するための離型剤の役目
も果たす。現代の込型鋳造法（分割法）とî型鋳造法の中間的な方法、すなわち、土製原型の表面
に昆虫î、植物î、動物脂（あるいはこれらを混ぜて調合したもの）などの「常温で固体の油脂」
を塗り模様を描き、鋳型を分割して原型を削って中子にする方法が用いられたのではないかと思
われる。鈴の渦巻紋の滑らかな曲線は、油脂のような軟らかいものに工具で描いた可能性を示し
ている。二次的な加工として外范分割後に、鋳型面にヘラなどの工具で直線を描くと、鋳造製品
では凸の線紋になる。こうして本体の凹部の中の直線的な凸の細線が鋳造されたと推測できる。
古代中国技法と同様に理論的には上記の方法で可能である。しかし、実際に復元実験してみる
と出土した青銅器のように精緻な紋様にまでは鋳造できない。固体の油脂を液化するときの膨張
や、ヘラで鋳型面を線刻するときの砂崩れなどで起こるトラブルが、現在のところ克服できない。
油脂の種類、砂の種類、油脂の液化方法などの条件が揃えば、精緻に鋳造できるのかも知れない。
そういった小さな問題とも考えられるが、鋳金技術者としては納得できないものがある。
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５．おわりに
復元鋳造への関心のありかたは、ともすれば古代と現代の技術競争のような見方をされること
が多い。大方は、現代よりも古代の方が高度で優れていたという結果を期待している。復元する
我々鋳金家は、現代技術の威信をかけて全く同じものかそれ以上のものを鋳造しようと頑張って
しまう。しかし、復元鋳造のような実験考古学が重要な学問的意義をどのくらい持つのかと考え
ると、すぐに成果になるようなものはあまり無い。古代と異なる現代の鋳型材料を使って、たと
え鋳造に失敗しても、古代にその方法でなかったとは決められない。逆に、古代以上に鋳造でき
てもそれは古代技法の一つの可能性をただ示したに過ぎない。したがって、このような青銅器観
察から復元鋳造を行う一連の研究は、観察が９割、復元が１割ほどの意義と重要さを持つ。そし
て、この「観察・復元」という研究方法を数多く繰り返していくのであれば、復元での経験や資
料は次の観察眼を高めることに活かされ、総合的に古代技術の解明にこの１割ほどの復元が特別
な意味を持って貢献することになる。言い換えれば、古代技法の解明は的確な観察眼でより多く
の青銅器を調査することが最も重要であると言える。
東アジアの時代や地域がバラバラな点を拾い、一見それらの点に関連性がないように思えても、
一つひとつの古代青銅器を地道に観察・復元していくと、やがては多くの点が集まり東アジア全
体の鋳造技術の大きな流れが見え始めるであろう。本研究も、東アジア地域の鋳造技術発生や伝
播の解明に貢献する一資料となることを願っている。
本文１．を後藤　直、２．を石山　勲、３．４．５．を三船温尚が執筆した。なお、２００１年９月
に高岡短期大学で行った八珠鈴の復元鋳造の報告は別に改める。
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Study of the Casting Technique Used for
Production of the Eight Bells Attached on Eight
Prongs Stemming from a Disk Cast in Bronze
Haruhisa MIFUNE Tadasi GOTO Isao ISIYAMA
ABSTRACT
At the Korean Central Museum we examined the eight bells attached on eight prongs stemming from a
disk cast in bronze. This musical instrument, unique to Korea, was produced during the Korean Bronze Age
Period and is assumed to have been used by shamans. The study was focused on the ancient casting
technique and the following observations were made. 
１. The overall shape tells that the master was with drafting and its mold was composed of two parts.
However, the thorough polish on the surface makes it difficult to determine if it was made in multi-part
molding technique or lost wax technique.
２. The texture pattern has two distinct characteristics. One of them is similar to the deep and sharp grooves
that can be found in many other bronze wares produced during the Chinese Shang and Zhou Dynasty.
The other one is a unique and delicate texture in a combination of grooves and ridge lines.
３. Two steps seem to have been required to apply texture on the surface of the master. The first step was to
spread solidified fat on the master and scratch lines on it to create grooves, and the second step was to
draw lines on the inner face of the separated mold parts in order to create ridge lines on the bronze.
４. Since there are no traces of pins to hold the core, it is likely that the core was adhered to the mold on
two points by the use of slip in order to create two holes in each bell and the piece was cast.
５. The threading loops were without drafting unlike the handles on bronze Jue vessels （three-legged
liquor serving vessels） produced during the Chinese Shang and Zhou Period. However, it is not
possible to determine what type of casting technique was used because of the thorough polish on the
surface.
Keywords
The Korean Bronze Age Period, Ancient casting technique, Eight bells attached on eight prongs
stemming from a disk cast in bronze, Ball, Multi-part mold technique, Lost wax casting technique
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